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◎議案の議決状況（詳しい議決内容は議会ホームページに掲載しています。）

◎可決した意見書（詳細は6ページに掲載）
　地方の道路整備に必要な財源の確保に関する意見書
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 １２月２日 本会議
  会期決定
   補正予算議案等上程・
  質疑・委員会付託

 ３日～７日 休　会

 ８日 一般質問

 ９日 一般質問

１０日～１８日 休　会（委員会審査）
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   常任委員長報告・質疑・
  討論・採決
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20年度各会計補正予算

小浜市部設置条例の一部改正について

人権擁護委員の推薦につき同意を求めること
について

辺地の総合整備計画の変更について

◎請願・陳情の議決状況
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Ｑ.つばき回廊取得について
市が商業棟を取得することにより今後

のまちづくりにどう生かすのか？
Ａ.
商業棟のフル活用は年間9,000万円も

の維持費がかかり負担できない。商業テナ
ントの入居の可能性など総合的判断の結果、
解体し新たな利用を考えるという結論に
至った。観光客を意識した交流の場として
再生させ、小浜駅までを結ぶ核として、また
新しい重伝建の入り口にもなる機能を持
たせる必要があるなどの漠然とした考え
をもっている。

（まちづくり常任委員会審査より）

Ｑ．地域生活路線バスについて
約955万円の増額補正となっているが、

その理由は？
Ａ．
当初、バスの利用者の少ない日曜日を運
休する予定で予算計上していたが、沿線地
域の方々の理解を得ることができず日曜
日の運行を行っている。それに伴う運行経
費と燃料費高騰等による増額補正である。
意見
財政事情が厳しいのはわかるが、利用

者の生の声を聞き、実態調査の上で沿線
地域の方々と意見交換し、利便性を含め
効率的な運行や今後のあり方についてし
っかり検討していただきたい。

（企画総務常任委員会審査より）

Ｑ.クリーンセンターについて
クリーンセンターの稼働時間を８時間延
長し、24時間運転としていたがその原因は？
Ａ.
焼却炉の燃焼能力低下によるものであ

るが、原因は設備の一部老朽化、リサイク
ルプラザの供用開始や可燃ごみ指定袋導
入によるごみ質の変化や炉床に金属が蓄
積していたことなど、複数の原因があった。
現在は対処し、100％の状態に回復してい
る。
意見
一部の心ない者が可燃ごみの中に不燃

物を混入させているなど、ごみを出す側の
問題もあるが、原因の特定に多大な費用
と時間がかかっており、市民生活に直接影
響を及ぼす施設でもある。全国で十数か
所しかない燃焼方式の処理場であり、メー
カーや同じ方式の処理場とも連携し、不測
の事態が発生した際においても速やかに
対応できるよう、万全の対応をとっていた
だきたい。

（民生文教常任委員会審査より）

Ｑ．機構改革について
新年度機構改革を行う理由は？
Ａ．
組織をスリム化し、定員適正化を図る中で、
各部がより連携を密にするため、今までの
5部体制から市民まちづくり部を廃止し、4
部体制に再編する。
意見
今まで積み上げてきたものを十分に検
証し、これから小浜市は何に重点を置いて
やっていくのか、市民のニーズは何か等精
査し、慎重に組織変更されたい。

（企画総務常任委員会審査より）

Ｑ．市営住宅使用料について
家賃を支払う意思がなく、収入申告をし

ない入居者は、何を基準に家賃を決めて
いるのか？
Ａ．
収入申告のない方については、近傍地

の高い民間住宅並みの料金をかけている
ため滞納額が増えることになる。本来払う
気があり、収入申告をすれば安くなり、滞
納も減ることにつながるので担当課もそ
のように指導している。
意見
管理体制を確立し、新たな滞納者を産ま

ないよう運営していただきたい。
（まちづくり常任委員会審査より）


